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きさ ,■θ)と ,円筒の中心方向に向かう向心力 (内壁からの垂直
抗力 )の みなので,χ 軸方 向には等速直線運動 を続 ける。初速度 の χ 方 向成分 は フO cOs θなので,向心力 は

,を (νO COs θ)2F=―
″

であり, これが内壁からの垂直抗力である。

質点が受ける力は鉛直下方に向かって重力 (大

を続ける。初速度の ノ方向成分は υO sin θなので,時刻 をで
の物体の位置 と速度は
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である。線分 ABを通過することなしに点 Bで最高点を取ったということは,χ 方向に円筒の周の長さ 2/rr進
んだときに,ノ これに到達 し, ι・ヶ,=oと なったことを意味する。よって点 Bに達 した時刻を を=を1と すれば

2π″=(υO cos θ)を.… ① ,ん =(υO飢nθ )を1-与θギ … Q O=υ Osh θ一 θを1… ③

である。③ から得られるを1=υO sin θ/θ を①および②にそれぞれ代入し整理すると

となるので, これより

質点は ノ軸方向には加速度 ―♂ で等加速度運動
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が得 られ るので, これ より

間 2の結果から

となる。
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ここへ間 2〕 間 3の結果を代入し
,
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グラフを描くため式を変形すると
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これ は題意 の通 り上 に凸の放物線 で , ]頁 点が (χ,ノ)=

2πr
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(2″ r,ん)である◎グラフもそのように描けばよい。

問2の χ,ノ の式から時間 どを消去すると

ノ三舎ドhのを一
:伊
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となる。

を得る。

とな り,

, この場合 は χ=4πrの ときに点 Bに到達すること力曇わかる。 よ

って間 4の グラフで 2″ の部分 を全て 4π″に取 り替 えればよ く,軌助 をヽ

表す数式は

ん
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となるが,こ れは上に凸の放物線で,頂点が (χ ,ノ)=(4π r,れ)で ある。円筒
に巻いた紙には o≦ χ≦2π″の部分 と 2πr≦ χ≦4πTの 部ノ刀`が重なって

現れるので,左の図のようになる
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した光が強め合い,明線ができることがある。どちらの光も反射の際にすき問の厚み
が ど のところに明無ができるとすると,下 のガラスの上面で反射 した光は位相が π だけ変化するので,明線ができる条件は 確 を o以 卜の整
数 として

2ど =(η i+:)λ

となる。三角形の相似 を用いると,ガ ラス板が合わきったところから明線までの距離を ァ として

χ:ど =を :D
なので

X=(れ +:)暑
であり,明線の間隔は

となる。

上のガラスの下面で反射した光と下のガラスの上面で反射
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であればよい。

間 1よ り

なので、
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ガラスの内側の面で反射する光の位相が合

計で2π だけ変化する。そのため、上から観

察 した場合 と比べ,明線 とH音線ができる条

件が逆になる。
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より小さいので,位相の変化については間 1と 変わらないが, 光路差が 20か ら 2免Eと な

に変わる。あとは間 1と 同様に考えて
,

となる。

れがガラスの屈折率
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